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大都市に おける都市公園の 防災的充足度の 測定に関する手法論的研究

　　　　　　　　　　　　一 東京都世 田 谷区 を事例 として
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1．はじめに

　都 市公 園は 「都市公 園法に基 づ き都市計画 区域 内 で 地

方公 共団体が 都市計画事業などに よっ て設置する公 園ま
たは 緑地」 と定義され るもの で あ り、都市 にお い て 緑地
系施設の 中核をなすもの で ある。都市公 園をは じめとす

る都市緑地の 役割 は多様で あ るが、中で も重要な機能の
一

つ と して 「防災機能」 が 挙 げられ る。特 に 阪神 大 震災

以降は、都 市計画 ・建 築学 ・造園学など様 々 な分野で 都
’

市公 園の 防災面 を扱っ た研 究 が盛 ん に行 われ る よ うに な

っ て きて お り、同時に各自治体の地 域防災計画 等 に お い

て も都 市公 園 の 役割が再鰓職 され 、重 祝 されて きてい る 。

　しか し、都 市に お い ては、土地に対 す る需要那 実際 に

供給 可 能な土地を大き く上回るた め、公園 ・
縁地整備は

重要 で ある と同時に難 しい 問 題で もある。なか で も既成
市街地 では 大規模な都市公園 を新 たに作 り出す こ とは非

常 に 困 難なこ とで あ るた め 、 今後は 小 規模都市公 園の 適
切 な整備が さらに重要に なる と思われ る。

　こ うした背景を踏まえ、本踰文 で は小規模都市公 園も
含めた都市公 園 全般 に つ い て 、防災 面か らみ た役割を考

察し、 市街地 におけ る 「都市公 園の 充足度亅 計測の 方 法
踰を揚 案す る 。 しか し、「都市公園 の 防災機能」 とい っ て

もその 内容は幅広 い。本研究で は、特 に 地 震災害 に対 し

て の 「防災亅 に 限定 し 、 そ の 多様な役割を総合的に 検証
す る こ とで 「充足度」 を求 め て い くこ ととする 。 そ の 上

で、市街 地 にお け る防災的充足度を高め る都市公園整備

の あり方を検討する。

　研 究 方 法は以 下の とお りで ある 。 第 2章では 研究対象
地域を選定 し、対象地域の 概要 と都市公園の 現 状を概観
す る。第 3 章 で は 既往研 究お よび 地域 防災計画 をもとに、
都市公 園の 訪災的役 割 を整 理 す る。都市公 園の もつ 防災
的役割 は 多様 であ り．公園の 規模、災害発生 か らの 時間

経過な どの 要 因 に よ っ て 果 た す役割も異な っ て くるた め、
これ を整 理 ・体系化す る こ とは そ の 後の 充足 度の 分析に

あ た っ て の 大 前提 とな る。第 4 章では 、 第 3 章で整理 し

た 都市公 園の 各防災機能につ い て 、GrS を利 用 した都

市公 園の充足度評価方法を提案し、 研究対象地域にお け
る都 市公 園の 充足 度 を事例分析する 。 最後に 第 5章に お

い て、第 4章の結果 を墓に、方法論の 検籠 と今後の 都 市

公 園整備の あ り方に つ い て考察 し、提言 する 。

2．研究対象地域

〔1 ）研 究対象地域の 殴定

　本研究で は東京都世 田 谷区を研究対象地城に 設定し た。
こ の 根 拠 と して 以下 の 3 点を挙げる。   住民

一
人 当た り

都市公園面積を 23 区別に 算出する と 、 世 田 谷区 は平均

的 な値 を示 す
‘1）

。   「都市公 園 へ の近 接性 」 につ い て

も世 田 谷区は 23 区の 平均 的 な値を示 す
｛2，

。   昼夜間と
もに世 田谷区の 人 口密度は 23 区 の 平 均 的な値を示す

cs，

。

　以 上 の よ うな 現状 か ら、世 田 谷区 は 都市公 園の 充足度
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を考える際の 大都市市街地 の 事例 と して ふ さわ しい 地 域

である と考 え、研究対象地域 と して 取 り上 げた 。

（2）研究対象地域 の 概嬰

東京都世 田谷 区は 、 23 区中 2番 目に広い 58．08k   の

面積と、 23区 中最大の 784、524 人の 人 口 （平成 13年 1
月 現在｝ を有す る ． 区 内は 5つ の 地域 （世 田谷 ・北沢 ・

玉 川 ・砧 ・局山）に分け られ 、 各地域に総合支所が設け

られてい る （図 1 ）。

一

i　　　　
’

圭

か し、1】蛤 以上 の 都市公 園につ い て増加 傾向をみ てい く

と、 二 こ 10年間 で の 1ha 以 上の 都市公 園の 増加 はみ ら

れず、 5ha 以上 の 公園にい たっ て は 、 1975年以降わず

か 3ヶ 所 新設 され た に過ぎない こ とが 明 らか となり、大
公 園新設の難 し さが現れ て い る と貢える （図 4）。

9　 　 ■　 　 「

図 3　世 田谷区の 都竃公園数の推移
図 1 世 田谷区の 地域区分

　区内の 人 ロ密度分布は 図 2 の 通 りで あ るが 、 この 図か

ら都 心方 向の 北東部で は人 ロ密 度が 高く、南西 部で は 低

い とい う傾向が 伺える。 中で も特 に 三軒茶屋 ・太子堂周

辺 地域 に人 ロ密度が 高い 地 域が 広が っ て い る こ とが こ の

図か らは読み とれるω
。 なお世 田谷 区 では この よ うな 人

ロ密度の 高い 地 域 を中 心 と し、 い わ ゆる 「木造住宅密集

地城j が広く展開 しており、都 ・区 ともに各種事業に よ

り防災都市づ くりを推進 してい る 。

図 2 世田 谷区 の人 口密度分布

（3）世田 谷区の 都市公 薗整備択況

　図 3をみ る と、世 田谷区 の都 市公 園数は 1975〜80年
の 間に 急増 し た 二 とが わか る。 こ の 5 年の 間 に世 田谷区

で は、都市公園数が 59 カ所か ら 120 カ所 に 倍 増 した。
それ 以降も現在 に至 る まで都市公 園数は ＝ ン ス タン トに

増加 を続け、平 成 12 年4 月 1 口現在 、 区 立 公 園 287、
都立公園4 の 計 291 カ所が 開設され る に至 っ て い る。な

お 区立 公園の 内鈬は 、 街区公 園 228、近燐公 園 4 、地 区

公 園 3の 計 235ヶ 所の 住区基幹公 園をは じめ と して、運

動公 園 3、風致公園 12、歴史公園1 、 その 他の 特殊公 園

2 、都市林．1、都市緑地 21、緑道 12 となっ て い る。し

図 4 　 1ha 以 上の都市公 圜の増加経緯

　なお世 田谷 区 で は、都市公 園 とは 別 に 「身近な広場」

と い わ れ る もの を条例及 び 規則 で 定め て い る 。 『世田谷

区 立身近な広場条例』によれば、身近な広場とは （区 民

の だれ もが 日常的 に遊 び 、 憩 う場を提供する とともに、
緑 とオ

ー
プ ン ス ペ ース の 確 保 を図 り、もり て 区民 の 福祉

の 増進 に寄与す る亅 （第 1条》た め に設置 され るもの であ

り 、
r必 要 があ る と腮 め られ る ときは s 施般用地等の 区有

地 そ の 他 の 公 有地 ま た は 私有地で場所 、規模等 が適 当な

土地を活 用 して 設 置す る こ とが で きる。 亅 （第 3条第 1

項） とあ る。こ うし た 「身近 な広場 亅 は、平成 12 年 4
月 1 口現在 、 202 カ所 （207，

761．14   ）開設され てお り、

都市公 園 を補完す る役割 りを果た して い る。

（4 ）地域危険度 でみ る世 田谷区の 地域構適

　東京 都 で は、「地 震 災 害 に強 い都市づ く りの 指標 とす

る 亅、T震災対 策事業 を優先的に実施 す る地 城を選択す る

際 の 参考 とす る」、「地震災害に対す る都民 の 認 臓を深 め 、

防 災意織 の 高揚 に 役 立 て る 亅 た め、震災予 防条例 第 17
条 に基づ き 、 昭 和 50 年以降、 4 度 の 地域危険度測定髑

査をお こ な っ て い る ua
。 平 成 10年 3月 に公 表された第

4 回調査は、．  建物倒笈危険度、  火災危険度、  人的

危険度 、   避難危険度 の 4 つ の 危険度 につ い て、それぞ
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れ 1 〜5 の 5 段 階で評 価 してい る 。 こ の 地 域危険度測定

調 査の結果 に よ る と、 4 つ の指標に 共通 し、世田谷区は

比 較的、危険度は 平均的位置 であ り、 区 内で はお お むね

東高西低 の 傾向が ある こ とが わか る。
　 なお 世 田谷区で は東京都 の 地域危険度測定調査とは別

に、独 自 に 「世 田谷 区 防 災 環 境マ ッ プ 亅を公 衷 してお り、
  建物倒壌の 危険性、  火災の危険性、  避難の 安全懺、
  消防活 動の危険性 、 につ い て都 の 地域危険度躙査 （町

丁 目単位）よ りさ ら に細 か い 街 区 単位で の 評価を行 っ て

い る。こ の 調 査にお い て も、都の 地域危険度調査同様、
北沢 ・世 田谷地域とい っ た区東部地域で 相対的に危険度

が 高い と い う結果が 読み とれ る 。

3 ．防災面 か らみた都市公園の役割

14 ヶ 所指定 してい るが 、 主にその 役割を担っ て い る のは

公園施設では なく大学の グラ ウン ドをは じめ とす る学 校

施設となっ て い る 〔7 ）
。

図 5　世 田谷区 の 広域避難場所の 内訳

〔1 ）既往研究等にみ る r都市公 圍の防災的役割」

　都市公 園の 隣災的役割 につ い て検証 した研究は阪神大

震災 以前か らい くっ か 存在 してい た が、と くに盛 ん に行

わ れ 始 め た の は震災以降で あ る 。 こ れらの 中に は、阪神

大 農災 にお け る都 市 公 園 の 利 用 実 態 そ の もの を研究 し た

論文や、販神大震災における都市公 園利 用 を一
つ の 事 例

と して と らえた もの など様 々 あるが、ほ とん どの研 究 が

少なか らず 阪神大震災の 事例を踏ま え た もの となっ てい

る。この よ うな研 究 の 例 と して は 、 野島（1992）V 、糸谷 ・

北澤（1995）　2⊃、丸 田 （1995）s ，

、 後藤（1995）4｝
、 原（2000）

s ，、石川 （2000）e，、三 船 ・蓑 田（1997）T，
な どが挙げ ら

れ る 。 なお 災害時の 都市公 園利用 につ い て は 、 書籍や報

告害 の 形 で ま とめ られ た もの も多数存在 し て い る
‘6
 

（2 ） 地域 防災計圃 に み る 「都市公 園の 防災的役翻」

　 『東京 都地 域防災計画 （平成 10 年修正 ）』
8｝

と 『世 田

谷 区地 域防災計画 （平成 12年修正 ）』
e ，

をもとに、地方

自治体の 地域防災 計 画 の なか にみ られ る都市公 園の 防災

的役 剛 を整 理 す る と以 下の とお りで あ る。
　 『東京都地 域防災計画』で は 、 都市公 園をはじめとす

るオープ ン ス ペー
ス が 防災面 で 重要 で あ る こ とが明記 さ

れ て お り 、 空 地 規模 に よ る大まか な役割分担につ い て も

示 唆 して い る。また都の 地域防災計 画 に は、r可 能 な限 り

事前にオープ ン ス ペ ー
ス の 用途を定めてお く」 と して、

｛ア》広域避 難 場所 、 （イ）救 援・救助活動支援挺点 、 （ウ）ヘ リ

コ プター災害時 臨 時離着陸掲 候補地 、（⇒ ライ フ ライ ン 応

急復旧拠点、（わ応急仮設住宅建設 予定地 等、の 用途を事

前 に定 め て お くこ とに つ い て も訖 され てい る。
　他方、基礎 自治体で あ る世田谷区の 地域防災 計画 で は、
一

時避 難 （
一

時集合所〕に 関 して は、r広 域避難所に至 る

前 に 身近 な小 公 園等に避難者が
一

時的 に集合し〜
」 （第

3 部第 6 章第 1節 3 ．（1｝） と 、 都市公園が その役 割 を

担 うこ とが明記 され て い る 。 また、広域避難場所 （都指

定｝につ い て は、図 5 の内訳 となっ てお り、都市公園 （も

し くは身 近な広 場）が 広城避難場 所 とな っ て い る もの 、
またはそ の

一
部 となっ て い る もの が お よ そ 3 分 の 2を 占

め て い る。避 難所 にっ い て は 、
「耐震 ・耐火 ・鉄骨構造を

備 え た 区立 小中学校を利用 する J （第 3部 第 6 章第 3 節

2 ．（1））、
「避雌所が 不 足す る場合 に は、一時 的 に被 災

者 を受け入 れ るた め 、 野外に受け入れ施設を開設 する。」
（第 3 部第 6 章第 3節 3．（5）） と あ り、オープ ン ス ペ

ース の 避難所利用は例外的なもの で ある と して い る 。

　ま た 区で は、ヘ リコ プ ター
の r臨時 離着陸候補地 」 を

（3 ）鄰市公圍の防災的役割の 整理

　　〔1）、（2）で の諸研 究・資料に基づ き、「都市公 園の

もつ 防災的役割亅 を抽 出 して み る と、17個の 項 目に 分類

で き る （衷 1）。

　表 1 は そ の 17項目が、（1）で示 した 既往研 究に おい

て それ ぞ れ どの よ うに述 べ られ て い るか ま とめた もの で

あ る。 本表では特 に、そ れ ぞ れ の項目をどうい っ た種類

（規模｝ の 都市公 園 が担 っ て い た か 、 もし くは担っ て い

くべ きか、と い う部分 の 記 述 に つ い て ま とめ て お り、表

中の 0 印は 、 公 園の もつ 防災的役割 と して （もし くは阪

神大震災で公 園 が担 っ た 役割 と して）、踰文中でそ の 項 目

を挙げて はい るが、どん な公 園がそ の 役割 を担っ て い く

か とい う明確な紀述ま では され てい ない、とい うこ とを

表 して い る。 本表をみ て わか る とお り、一
部の 項目で は

各脇文に よ る記述の 違い が みられるが、そ の 他の 多くの

項 目で は役割 と、そ れ を姐 う公 園の 種類 （規模） にっ い

ての 艶述は大まかに
一

致 して い る。
　  延焼遮断効果に 関 して は、IOOO  とい う値は、あく
まで ほ とん ど無風 状 態 で あ っ た阪 神大震災発 生時の 特 殊
な例 で あ っ た とい うこ とを忘れ ては な らない 。 

一
時避

難場 所 に 関 して は、世 田 谷区地 城防災計画 な どに も示 さ
れ て い る とお り、やは り街 区公 園 等の 身近 な小 公 園 がそ

の 役 割 を担 う必 要が あ る と考えられ る 。   広 域避難場所
は、「輻射熱から人命を守 る亅 とい う観点か ら 10ha 以 上

が必要条件とされて い る 。   避難所として は、世 国 谷 区

地 域防 災計画に み る 公 の 避難所は 学校施設が 中心 とな っ

て い る が、大災害時に は街区公園 ・ 近隣公 園 とい っ た都

市公 園 も利 用 され て ゆ くこ とを阪神大震災 の 例 が示 して

い る。  仮設 用 地 に つ い て は、阪 神大震 災 で は 「1000
  以上 の 広 場の ある公 園に は ほ とん ど仮股住宅が建股さ

れた。」 （石 川 2000）、「仮 設住宅の 建股は 、 2500   以上

の 公 園が対象となっ て い る亅 （糸谷・北mp　1995）とされ 、

ある程度 の 規模の ある住 区基幹公 園が望ま しい と考えら

れ る。  ラ イ フ ラ イン 復 旧拠 点 に 関 して は、三 船 ・蓑田

（1997）に よれ ば 、
「被災地そばの 街区 公 園 、近隣公 園を

予備的に砲保 し、それ ぞれ の 復旧活動に合わせ 融通 しあ

い 利用 する1 こ とが望ま しい と され る。  警察 と、  消

防の 活 動拠点に 関 して も三 船 ・蓑田 （1997）に よ ると、そ

れ ぞれ 「地 区 公 園以 上 の 大 規模公 園L 「近 隣公 園や地区
公 園j が望ま しい とされ る 。   自衛隊の 活動拠点に 関 し

て は、地 区公 園以上 の 大規模公 園 とい う説述が大半で あ

る。  ヘ リポートは、離着陸に支障の な い よ う 、 規模の

大きな公園が求め られ るが 、 （2 ）で み た よ うに、実際に
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表 1　 既往研究にみる r郁市公戳の 防災的役割亅

は必ずしも都市公 園が そ の 役割の 中心を担っ て い る わ け

で は な く、避 難所等 と なる学校施設が多く利用されて い

る。   救援物資基地 に 関して は 、
「保管亅 「配給」 r流入 j

とい っ た 3 っ の 面 か ら考え る こ とが で き る と思わ れ る が、
そ の うち 「保管」 につ いては大規模公園が中心になっ て

い くと思われ る 。 ま た 、
三 船 ・蓑 田 （1997）が搗摘す る よ

うに、配 給 配 送）拠点は、住民に とっ て身近な街区公

圜や近隣公園が中心 とな り、 流入 （受入 ）拠点は被災地

周辺 の 大規 模公 園 が望ま しい と考 え られ る。  応援部隊

墓地 は、住区基幹公 園の 役割を述ぺ た もの と、大規模公

園の 役割を述べ た もの がみ られ る。   廃残材置き場は 、

「各 地 区 の 拠 点 となる ような、近隣公 園、地区公 園で 、

騒音、臭気および粉塵発生 の た め 、 住宅 地や中心市街 地

か ら離 れ て い る公 園 が 望ましい 亅 （三 船 ・襲田 1997）と

され てい る．  猜報伝逮拠点に 関 して は 、 住民に身近な

公 園とい うこ とで住区基幹公園がその 中心 を担うと考 え

られ る 。 なかで も丸 田 （1995）は、近隣公 園に 「情報セ ン

ターの機能を付加す る こ とが望まれ る亅 と述べ て い る。

  資材置き場は、街区公 園が使用 され た とい う肥述 （丸

田 1995》や、地区公 園が 中心 とな っ た とい う骼述 （後 藤

1995）な どがみ られ る 。   救急医 療所は、街 区公 園や近

隣公 園 が 中心 で あっ たとされ て い る （後藤 1995）。  住

民の 自主的活動 （ボ ラ ン テ ィ ア 活動）の 拠点と して は 、

街区公 園をはじ め とす る住民 に身近 な小公 園がそ の 役 割

を果 た す必 要が あ る こ とが考えられ る。

　 以 上、既往研究及び地域防災肝画をもとに都市公 園の

防災的役割を整理 した が、文 献に よ る見解の 違い も当然

みられ、また地域防災計画 で 定め られ てい る都市公園の

役割 ・ 用途と、寞際の 災害発生時にみ られ た都市公 園の

用途や利用実態も当然異なる 。 二 うした 中か ら、一概に

一
っ の答えを括るこ とはで きない が、第 4章 以 降の分析

作業 の 前提 とす るた め 、筆者は、本章で 用い た各文 献を

参考に都市公園の 防災的役割をモ デ ル 化 した （表 2）。第
4 章以降で は、こ の 表 2 を もとに都市公園の 防災的充足

度の 検証を進 めて い くこ ととする 。

表 2　都市公 圍の 果た す防災的段割分担 モ デル

4 ．防災面からみた都市公 園の 充足度

〔1）分析方法

　本章で は、世 田谷区 にお ける都市公 園の 充足度 にっ い

て 、GIS を用い た分析に よ り評 価を行 う。

　本研究では 充足度の 評価方法として 、   公園を中心 と

したバ ッ フ ァ リン グ、   各地域毎の
一

人 当た り公 園面積
の 算 出、  ポ ロ ノイ分割 に よる 各公 園利用圏の 設定、と

い っ た 3 つ の 手法を主に用 い る ‘8｝
。 こ の よ うに複数 の

分析方 法を用 い る理 由は、都 市公 園 の 充足 度評 価 を行 う

場合、瞬致圏
・利用圏とい っ た こ とか ら求 め られ る r近

接性 （分布）」に基づ く評価と、一人当たり面 積などの r面
積 ｛量）」に基づ く評価 の 双方 が 不 可欠 で あ る と考 え られ

るためで ある。 都市公園の 充足度評価を、 前章で示 した

1？項 Hの 防災的役割 か らそ れ ぞれ行 う場合、各役割毎に

用い るぺ き評価方法は 当然異なるはず で あ る。 本 研 究 で

は各 役割毎 に最適 と思われ る分析方法を上 肥   〜  か ら

適宜選択 し用い 、そ れ らの結果 か ら都市公 園の 充足 度を

検討 してゆく。

　なお分析 に あた っ て は、GIS データ と して 、『東京都

±地 利用 現況 図』（東京都都市計画局 1996）を使用 し、都
市公 園 ｛及 び 身近な広場）の 抽出を行 っ た 。 各都市公園

の 位置 ・形状 ・面積は 、 基本的には こ の 土地利用 現況図

に よ るもの で あるため、実際 の都市公 園の 状態 とは若干

異な る場合もあ る 。 また、こ の データ を補足 す る もの と

して、『世田谷区都市公 園調 書』（世 田谷区都市整備部都

市環境課 2000） m ）を用レ丶 公 園の 種類 ・名称等の 属性

データを付加 した。人 ロデータは 、住民基本台帳 （平成

13年 1月 ）の 町 丁 目別人 口 を用い て お り 、 災害時の 充足

度を考 える に あ た っ て は不 可 欠 と思 わ れ る 「昼 間 人 口亅

に 関して は 、 平成 7年国勢調査 に基づ く r昼間人 口 指数亅

に従い 上毘住民 基本台帳の 値より独 自に算出 （各町丁 目

の 昼 間人 口 ＝ 住民 基本台帳に基づ く各 町 丁 目人 ロ x 各町

丁目にお ける昼間人 口指数／1GO）を お 二 なっ た。世 田

谷区の 町 丁 目界及 び 面 積等の G 正 S データに 関 して は、・

map
・
雌 b付随の デ

ー
タを用い てい る。以上 の デー

タを用

い 、map ・
蝋b4．5および V醐 calMapper 　V2 に よるGI

S 分析をお こ な っ た 。
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t

（2 ） 災轡時の 郁市公 園の 充足度

　本箇で は 、 表 2 に基づ き、各役割毎に都市公 園 の充 足

度 につ い て検肘をお こ な う。 なお 実瞭の 地域防災計画 に

お い て は 、 第 3 章で みた とお り、どの 役割に関 して も都

市公 園の み に そ の役額 を負わせ て は い ない が、こ こ で は

都市公園 の み が そ の 役割 を果たす と仮定 した場合、どの

程度役割を果た しうるか を分析し、現状で の 都市公 園の

充足度に つ い て騨価す る t とを目的とする ｛9 ；
e

　 な お第 3 童 で ま とめた 17 項 目の 防災的役 割の 内、 

延焼遮断に関 して は、その 性質上 「充足 紬 とい う概念

は な い と考え られ る ため 、本鯰文で の 考察から除外する。
また  避難所 に鬨 しては、地域防災計画 にみ る とお り、
その 役割の 中心を担 うの はむ しろ学校等の屋 内施設 で あ

り、都市公 園利用 は副次的なもの と考え られ る 。 よっ て

阪神大震災 の 事例 で は都市公園は避難所と して の 大 き な

役劃を果た した こ とを確認 しつ つ も、本論文にお ける災

害 時 の 「充 足度」 の 考察か らは除外 した 。 同様に 、  ヘ

リnt・一トに つ い て も実際の 候補地の 多くが 学校施設 とな

っ て お り、都市公 園の 担 うべ きウエ イ トは 比較的小 さい

と思 われ る た め考察を除外 して い る。こ れらの 項 目を除

き、そ の 他 の 役 割 にお ける都市公 園の 充足度につ い て 以

降で 順に検討 を進 め たい 。
a 》

一
時避難場所 （

一
時集合所｝

　  一時集合所 に 関 して は 、 街区公 園等の 身近な小公 園

がその 役割 を果たす と考えられ、ま た緊急性 を 要す る た

め 自宅か ら最 も近 い 場所 へ 避 難 す る こ とが想 定 され る。

よ っ て こ こ で は、街 区公 園を対象 に した ボロ ノイ 分割 を

行い 、そ の 後に各街区公 園面積をその 利用圏内人 口 で割

り、各 利 用 圏毎 に 「一人当た り公 園面積 亅 を求めた 。 図

6 をみ る と、そ の 大部分 の 利 用圏 で
一人 当た り 1 訂に満

た ない こ とが明らか で ある（10⊃
。 「1   ／人 亅 とい う値は、

立 っ てい る人 々 の 間 をや っ と通 り抜け る こ とが で きる限

界の人 口密度 とされる ため、一人 当た り 1   以下 とい う

値は避難場所 とい う点か らみれば大き な不 足 で あ る。 し

か しさ らに細か くみ る と、一
人当た り 0．1   未満 の 利用

圏も少な くない 二 とが 明 らか とな り“D、こ うした地域 で

は最 近 隣 の 街 区公 園 に避 難 喚 合 ）する とい う原則 は 事

実上不 可 能 で ある と考えられ よ う。なお、粟際 に避難を

行 う際 に は 、街 区 公 園よ り規模の 大きな都市公 園が街 区

公 園 よ り も近 くに あ る場合、直接大公 園 に避 難す る こ と

が 当然想 定 され る 。 しか し点ポ ロ ノイ分割を行 っ て い る

以 上、大 公 園 を街 区公 園に含 めて 分析 を行 うこ とは不 適

切 で あるた め、こ こ で は参考まで に 図 6上にそ の 他 の 都

市公 園 （緑道 を除 く）の 位置を重ね合わせ てみ る こ とに

す る。図 7 をみ る限 り、最近隣の 都市公 園 に避 難す る と

い う原則か らみて 、 大公 園の 影響が生 じて くる と思われ

る地域は ご く
一

部で ある こ とが 推測される。以上の結果
か ら、一

時避難地としで の 都市公 園の 充足度は 決 して 充

分で はない と考えられ る。また、身近な広 場も
一

時避 難

地 と しで 利用 され る と仮定 し、 身近な広場を含めたボ ロ

ノイ分割 をお 二 な うと、その 利用圏と各利用圏に おけ る
一
人当た り公 園面積 の 分布は 図 8の よ うに なる。 しか し

こ の 場 合にお い で も 「1   ／人」 以 下の 地域が 多数で あ

る こ とに変化は み られ ない こ とが 明らか となる。

！
「
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図 7　街区公 園利用圏 と、他の 鄒市公囲の 位置

，

一人自亀り  億 D

目1Ψ却

：瀚 人 、縵
　 　 　 一1削ノλ　 　 　 　 　 　 　 ｛33｝頭 o・5
　 　 　 ，0．5削！人　 ‘量45，＿o

　 　 　 　 轡

V
丶

丁
一’

x

図 6　一時蟻難場所 と して の 街区公 園利用圏

図 8　一
時避難塒所として の 街区公 園

　　　　・身近な広場利 用圏

b ） 広域 避難堰所

　っ ぎに  広域避 難場 所に つ い て 、こ の 役割を果た し う

る都市公 園 の 充足 度 を検討 す るω
。 まず 10ha 以上の 都

市公 園の 分布 につ い て み る と、そ の すべ て が 到 ll地城、
お よび砧 地域の 南側 に 立 地 して い る 二 とが わか り、こ の

こ とか ら烏山地域、北沢 地 域、世 田谷地 域 、 お よ び 破地

域の 北 半分 とい っ た 区域北側地域に おい て都市公 園が 不

足 す る と推測 され る 。
ポ ロ ノイ 分割の 結果は図 9お よび

表 3 の 通 りで あ る。利用圏は北側地域を フ ォ ロ
ー

す る必

要 の あ る駒沢オ リン ピ ッ ク公園、砧公 園 、 大蔵運動公園
の 3公 園で 必 然的に 大きくな る。 利用 圏毎に みた一

人当

た り公園面積は、砧 公 園お よび多摩川河川敷の 公 園で 昼

間 ・夜聞 と も 1   を越 え る が
、 大 蔵運動公 園 ・駒沢 オ リ

ン ピ ッ ク公 園に お い て は 、昼 間 ・夜 間 とも 1   ／ 1人 に

満たない。また、これ らの 公 園榊 心畔 径 2   お よ

び 3km の バ ッ フ ァ を描 く と．図 10の よ うに な る。なお 、
2   と 3   とい う値の 設定に 際 して は、広域醗 場所
へ の 避難距離の 基準が 2   で あり、3km 以 上の 地域は

「遠距離避難地城」 と され そ の 改善を図る必 要 が あ る と

され てい る こ とを考慮 して い る。
バ ッ フ ァ 内人 口 は、2

  の 場 合 で 世 田 谷 区 全 人 ロ の 53，1％ （夜間）お よび
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51．9％ （昼間）、 3   の 場 合 で 72A ％ （夜間）および

67．4％ （昼間）となる 。

　以上 の 結果、10ha 以上の 都市公 園周辺 を不燃化 し、
全 面積を安全面積 と した として も、 最近隣利用とい う前

提 で は避難者を収 容 で きな い こ とが 明らか となっ た。

ぐ

l
i
　 　 ★各公園の中心点

1，
；
篝黼 塁饗緊

広 デ魂 蝋 隅 い 9 呶 o

図 9　 10ha以上の翻市 公 圜 利用園

衷 3　 10ha以上 の都市公 園利用圈の概要

都市公 園に仮設 住宅 を建 設する とい うこ とは考 えに くい
。

こ こで はそれ らすぺ て を躙査するこ とは 困難なた め 、 鮮

細な検証は行 わな い が、明らか に居住用地と して不 適切

と考え られ る多摩川の 河川敷公園を除外す るだ けで も総

面 積 は 157．60ha 減少 し、仮骰住 宅の 設置 可 能数 は

10506．2戸 とな る 。 三 船 ・嚢 田 （1998）は 、 東京都 の 地

震被害想定に基づく 区部の 必 要仮設住宅数を算出 し て い

るが、こ れ に よ る と世田谷 区 内に お ける必要仮設住 宅数

は、31732 戸 で ある。こ の 値をみ る限 り世 田谷 区 の 仮設

住宅 建 設用地は、公 園を利用す るの み で は 大幅に不 足す

る こ とに な る。

d）一遼の 緊急対応活動拠点

　つ ぎに 、   ライ フ ライ ン復旧拠点、  救援物資基地 （配

送拠点）、  悄報伝達拠点、  資材置き場、  救急医療所 、

  住民の 自主的活動 （ボ ラ ン テ ィ ア 活動）の 拠点、とい

っ た 役割につ い て検討 して み たい 。 表 2で は 、     は 「街

区公 園」を対象 と し、        は 「街 区公 園＋近隣 公 園」

を対象として い るが 、世 田谷区の場合、街 区公 園 228 ヶ

所 に 対 して、近 隣公 園は 4 ヶ 所と非常に少ない ため、こ

こ で は こ れら6 種の 役割 を担 わせ る 公 園 を 「街 区公 園 ＋

近隣公 園」 に統
一し て、まとめて 検証する e なお これ ら

の 役 割 に関 して は、面積等を指標 と した公 園量 よ り も公

園 へ の 近接性 が重 婁 と考え られ るた め、こ こ で は公 園 を

中心としたバ ッ フ ァ リン グに よ る分析を試みる。

i

o　 薯　 z

匡il  ヒo悶

メ

薙
｝

一

膕 2晒 病
甅驪 1　SWS ツフア 1

驪 75幅 ツファ
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図 10　10La以上 の郤市公 園を中心と した

　　　　　 パ ツ フ 7 リン グ

o 》仮設住宅建設用地

　っ ぎに 、   仮般住 宅建股 用 地 に つ い て検討す る。 三 船 ・

蓑田 （1998） n ｝
に よる と、仮 設 住 宅一戸 当た りに 必 要

な公園面積は、樹木非除去か つ 仮設住宅が
一
階建て の 場

合、お よそ 150   とされ て い る。 こ の こ とか ら、150  

未満の 都市公 園
・身近な広 場と、そ の 形 態 ・性格か ら仮

設住宅設置に は 不適切と思われ る 「緑道亅 を 除外 し 、 そ

の 他の すぺ て の 公 園を 「仮設住宅設置可能公 園」 と定義

する と、 そ の 総面積は 209．31ha なる。 ま た 、 こ の 総 面

積を 150   で割っ た値を 「仮設住宅の 最大設置可能数亅

とすると、13953．9戸とな る。しか し 150  以上 の r仮
殻住宅設置可 能公園」 で あっ た と して も、実際に は、地

形 ・地盤 な ど様 々 な阻 害要 因 が存 在 す る た め、すべ て の

図 11 街 区公 園 ・ 近隣公園を中心とし た

　　　　　 パ ッ フ 7 リン グ

　図 11 は、街 区公 園 ・近隣毯 園 を中心 と して 半径 250
m 、500m 、750m の 3 種の バ ッ ファ を描 いた もの で あ る。

各設 定にお け る バ ッ フ ァ 内人 口 の 割合 は、半径 の 小 さい

方か ら順 に、世 田谷 区の 全 人口 の 55．3％、92．3％、9＆3％
となる 。 また バ ッ フ ァ 内 の 世帯数は 、 それぞれ 世 田谷 区

の 全 世帯数の 55．4％、92．6％、98．5％ となっ て い る。こ

の こ とか ら、             の それぞれ の 役割が半径 500
m 以 上 の 利用 圏 を有 す れ ば 、 世 田 谷区 の 人 口 お よび 世帯

の 9 割以上 をフ ォ ロ ーする事が可 能に なる とい うこ とが

でき る e こ の seOm とい う距離は、近 隣公 園の 誘 致距離

となっ て い る こ とか ら もわか るよ うに、「住区 」の 基本 的

な規模を示 す値で あ D 、 こ れは小学校 の 学区に相 当す る

とい われ てい る。こ の 点か ら考え る と、それ ぞれ の 役割

が利用半径 500m とい う値を持つ こ とは決 して 不 可能 な

こ とで はな い とい え よ う。
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o ）警寮 ・自衛隊 ・応援部隊等の活動拠点

　  警察お よび  自衛隊の 活動拠点は 、 地区公 園以上 の

大 規模公 園が望ま しい とされ て い る 。 ま た  応 援部 隊基

地も 「大規模公 園亅 が対象とされ る こ と か ら、これ に 関

して も対 象を地 区公 園以 上 と し、こ れ ら 3 つ の 役割 につ

い て ま とめ て 検酎す る。世 田谷 区 の 場 合、地 区公 園 以 上

の 大公園 に該 当す るの は地区公 園、運動公園、都立公 園

の 計 9 ヶ 所 と考えられ る。これ らの 役割 に つ い て は、大

規模公園 とい う前提をふ まえた上で、公 園 へ の 近接性 に

つ い て も重要な指標で ある と考えられ 、 また 対象 とな る

都市公 園が少 ない こ とか ら、こ こ で は ボ ロ ノイ 分割に よ

る利用圄分析をお こな う。 図 12 は各対象公園の 利用圏

を表 した図で あるが 、 同時に各利用圏における対象公園

までの 最遠距離 を示 して い る 。 世 田谷区で は、こ れらの

公 園は 区内全域 にほ ぼ均等に分布 してお り 、 最遠距 離は

2 〜3．7  の範囲 に 収まる こ とが わ か る 。

■　　　t

　卩et−L■，5

図 12　大 規模公 園利用圏と各利用圏に おける最遼距離

f》消防の活勦拠点 、 廃残材置き場

  消防 の 活 動 拠 点、  廃残 材置き場 に 関 して は、近 隣

公園 ・地区公園とい っ た 大規模な 住区 基 幹公 園が 対象 と

して 望 ま しい と され て い る 。 世 田谷区における近隣公

園 ・地区公園の 分布をみ る と、北沢 地 域、世田谷 地 域 と

い っ た 区域北東部 に集中して立地 して い る こ とがわか る。
これ らの 役 割 に つ い て も公 園規模の み で なく近接性 が重

要な要棄で ある とい う観点か ら、ボ ロ ノイ 分割 に よ り各

公園の 利用 圏 を設定す る。図 13 はボ ロ ノイ 分割 に よる

各公 園利用圏 と、各利用圏にお け る対 象公 園 まで の 量遠

距離 を示 した 図 で ある 。 こ れ をみ る と、区域 北東 部 に お

い て は最遠距艪 煽 ね 2  前後に収まる が 、 区域南西

部の 砧地城な どで は対象公 園まで 5km 以上の 地 域が存

在 して い るこ とが わ か る。

5．ケース ス タディ か らの 者察

（1）世 田谷 区 に おけ る望 ま し い 都市公 園整備

　本研究で用 い た 評価手法 には 後述の よ うにまだ改良の

余地 がある もの の 、第 4 章で 得 られ た 分析結果 【こは相応

の 意昧があり、今後 の 公園整備の 方向性を探 る上で の 珮

状分析として は充分に有用な結果を得られたと思われ る 。

　第 4 章の 分析結果をまとめる と表 4 の よ うに な り、 世

田谷区にお い ては都市公 園は未だ 充分な整懶を成 し終え

て い ない とい うこ とが 明らか となっ た 。 こ の 分析結果に

基づ き世 田谷 区に おける望ま しい 都市公 園整備を防災と

い う観点か ら考える と、 
一

時避難場所 として の 充足 度

を向上 させ る ため、街 区公 園を は じめ とす る小 規模公 園

の 増設を今後 も全区 的に継纏させ てい くこ と、   小 規模
公 園の 増設 と同時に、烏山地域．北沢地域、世 田谷地域
とい っ た 区部北側 地城 に広 域避簸場 所 とな り得 る よ うな

大規摸公 園を股置する こ と、   近隣公 園 ・地区公 園とい

っ た 中規模 公 園は 現在 、区北東 部に集 中 してお り、こ う

した規模の 都市公 園を砧地域などの 区南薺部 に も設置 す

る こ と、の 3点が必 要最低限の条件で ある とまとめ られ

る。

表4 　分析結果に基づ く世 田谷区の 都市公圜現状

中匣

1
庸

く 1

焔 ・幽

〔2 ）充足度評価手法の可能性と課題
　第 4 章で用 い た、GIS を利用 した 公 園充足 度評価 手

法 は、公 園の 有する防災上 の 諸機能を、それ ぞれの 機能

の 性 格に応 じ、「分布』お よび 「麹 の 両側 面 か ら総合的

に評 価 ・考察す る手法で あ り、二 の 慧義は表 5 の よ うに

ま とめ られ る 。 しか し現状の まま で は 完成型 とは言い 難

く、今後 さらに こ の 評 価 手 法を改 良 し完 成 型 に近 づ け る

た め に、考慮すべ き踝題はい くつ か考えられ る。まず本

研究で 設定 した 、 都市公 園の 防災的役割分担モ デル （表

2 ） で は、都市公 園 が果たす 「防災的役 割亅 と 「各役割

図 13 近隣 公 園 ・地 区公 園利用 圈 と各利用 圏 に お け る

　　　　　　　　　　最連距離　　　　　　
”

袈 5　防災的役割に清目 した G ：S に よ る

　　　　　　 薛価分析手法

パ ッ7 ア リング 　　 ポロ ノイ分割 舘 計

分析近 棲 性 規棋（量， 近 綬性 規 槙 ⊂量，

の
一

時薬舎場所 o
b冫広 域避難場所 o o
o》仮 設佐宅建 毅 地 o
d》緊 急　露活動拠 点 o

●，響寝
・自衛隊

・
応擾

部 瞻等活馳 拠点
o

の消 防活動拠 点、廃
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o

一351一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

／

を担 う公 園の 規模」 をモ デル として 提 示 す る に 止 まっ た

が 、 よ り奚際的に災害対応時の 公 園運用と問題点を明ら

か にするた めには、各役割ごとに異な る 「利用ニ ーズの

時系列的変化」や、「各役割 の利用距離圏亅等も考慮す る

必 要 があ ろ う。 また本研究で は、役翻ごとに 異なる手法

に よ り充足度を 考察 し、そ れぞ れ 個別 に 評価 を行 っ て い

るが、こ うした個別 の評価と同時にそれぞれ の 分析結果
を オーバ ー

レイ す るこ とで 、 最終的に
一

つ の 結果と して

提示 す る こ とが で きれば、より解りやすい 表現 として 効

果的だ ろ う。 また 本研究で は世 田谷区域をい わば孤立圏

域 とみ な してお り、周辺 地域をま っ た く考慮 してい ない

が、より現実的な評価を行う場合 には 、 区外 の 公 園等を

考慮す る必要 もあ るだ ろう。 また大公 園を対象とするポ

ロ ノ イ分 割 にあ た っ て は、中心点を用 い た点 ポ ロ ノイ分

割 で は精度 に欠け るた め、こ の 点も今後 再考す る 必 要が

あ ろ う。

　以上の 点を考慮 し、本研究にお け る騨 価手法をさらに

改良する こ とに よ り、 よ り有効な充足度騨価が 可能とな
り、それが 各地方自治 体 の 公 園整備計画 の 目標殺定等に

大きな貢献をする こ とも期待で きる e

補注

　“ ）2S区 にお ける1 人 当た り都市公 園面積 が 2．9互  ／ 人 （夜

間人 口〕で あ るの に対 し、世 田谷区 で は 2。80   ／人 で あ る 。 ま

た 同嫌の 値 を昼 間 人 口で求め ると．23 区 全体の 値 が 2，03   ／

人 で あるの に対 し世田谷 区は 3，31nf ／人 となる。
（2）近接性 につ い て は ， 単位面積あた 吻の都市公 圏数か ら求

め た。各区 面積 と都市公園数よ り求 め られ る回帰直線よ り求め

られ る世 田谷 区の 都市公 園数 の 予 測値は 3肱 35で ある。
（3 ）23区の 人ロ 密度は昼 間人 口 で IS52T，　t人／  、夜 間人ロ

で t2925．6 入／  で あるの に対 し、世田谷 区の 人 口密度は昼 聞

人 口 で tlS8a48 人／   、夜聞人 口で 1344B．S 人／  とい う値 を

示す．
〔4） 多摩川沿い の 町丁 目で は 広大 な河川敷が面 積 に含 まれ る

ため．必 然的に人 ロ密度は低 くなっ て い る。また大規槙公 園等
が含まれ る地域も同様となる。
（5） 震災予防条例 は、平成 12年 12 月に 、 震 災対策条例 に改

正 され てお り，第五 回以 降の  度測定調 査 は、こ の展災

対策条例に 基づ き行われるこ ととなる。
（6） こ うした文畝 の例 と して は、蔽野桂人監修 ・口本都市計

画学会関西 支部編 の 『これ か らの 安全 都市づ くり』（1995　学芸

出版社⊃巳Vs
日本造園学会販神 大震災醐査特別委員会による 「公

園緑地熔に 関する阪 神大震災緊急餌査報 告書』〔199E）
1ab

、 目本

造 囲学会関東 支部公 共造園部会 による 「公園 ・繰地 の 防災面か

ら の検討 と課題一阪神 ・淡蹈大震災か らの 検証』（1996）｝4｝な

どが挙げられ る。
‘7 ）14 ヶ 所中 te ヶ 所が大学 、 高校な どの 学校施設 とな う て

い る。
｛8）矢野 （1999）IS］ に よれ ば、バ ッ フ ァ とは 「あ る地 図 翼棄が

周辺 に影響 を及 ぼ す と考え られ る とき その周 りに 設定 され る影

響 圏あるい は緩衝城亅 の こ と である。またボ ロ ノイ 分割 とは、
垂 直二 等分線 を利用 して 「当該の 点が最 も近い 点 とな る範城の

分勧 をす る こ とを とい う。
｛9）以降の 分析は、GB に よ る空聞分析を用い た評価手 法の

可能性を撚 る とい う点を目的 としてお り、実際の 防災計圃につ

い て の騨価 とは異な る．本研究の結果 を．実瞭 の針画 と照合 し検

討 してゆく二 とは今後の 課題 で ある と考 えてい る

（10｝こ こ で は級面の 都合上、夜間人 ロ での 結果のみ を 示 した

が ．昼聞人 口 と夜間 人 ロの 聞に大 きな 傾向の 楚 はみ られない。
（且1）一

人当た り D．1   未満 とな る利 用圏 は、全利 用件数の

28．0％にの ぼ るo

（12）東京都広域避難計圃 では、避雖 場所とし て 10h8未満も

含 めて ll ヶ 所が指定されて い る ｛平成 9 年度改訂 ）。その う

ち 10ha 未満 の 違難場所 は羽根木公園 （8ha）のみ で、都市公

園以 外の 避難 場所は 5 ヶ 所で あ る 。 本 分折 は 都 市公 園の 5 公

園の みを広 域 避難場所 と仮定 した ときの 充足度評 価を行 っ た

もの で ある 。
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